
 

 

 

 

 

伝え合おう、私たちの学びの現在地！ 

1 月 30 日、「リーディングスクール事業」の成果共有の場として「リーディングスクール・フェス」が開催されま

した。テーマは「伝え合おう、私たちの学びの現在地」。当日は松本市内教職員の 1 割を超える約 170 名が参

加し、25校（20組）の実践校がブースを構え、1年間の歩みを力強くアウトプットしました。 

 会場には、互いの実践に学び合おうとする先生たちの前向きな空気が満ち、「自校の取組を見つめ直す貴重

な機会になった」「校内研修だけでは出会えなかった視点に触れた」といった声が数多く寄せられなど、単なる

報告会を超えた、熱気と対話に満ちた学びの場が実現しました。 

「教師の仕事はフィードバックでできている」 

「フェス」は、岩瀬直樹先生（軽井沢風越学園校長）によるワークショップからスタートしました。 

冒頭、岩瀬先生は「教師の仕事はフィードバックでできています」と述べられました。思いもよらない言葉に会

場の集中力がぐっと高まります。日頃、私たちが何気なく行っているフィードバックについて「評価ではなく学びを

支える行為」「改善・成長・前進することが唯一の目的」といった目的や観点、伝え方の工夫について学び、セッ

ション参加への意欲と見通しが高まりました。 

各校の挑戦が響き合うアウトプット・セッション 

続いて行われた実践校のアウトプット・セッション。フェスのメイン・コンテンツです。各校がこの1年間、どのよう

に「学びの改革」に向き合ってきたのか、成功体験だけでなく、試行錯誤や悩みの過程も共有されました。 

参加者は「フィードバックの意義」を胸に 関心のあるブースを自由に巡り、発表を聞くだけでなく、活発な質問

やフィードバックを送り合いました。研究テーマの具体化のプロセス、校内研修の工夫、子ども同士の振り返りの

仕組みづくりなど、多様な実践が共有されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学びの風便り 
リーディングスクール通信 60  R８.２.２０（金） 
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発行：松本市教育委員会 教育研修センター 

♥自分たちの学校の周りにもたくさんのチャレンジと悩

みと葛藤が溢れていて、一人じゃないんだなと改めて感

じることができたことがとても大きい意義だったと思い

ます。また、1 年という単年を見通すというよりは数年

後、「どうなっていたいか」「どんな授業を創っていき

たいか」を語っている先生がおり、その通りだなと思い

ました。先の時代が見えないからこそ、私たちの力が問

われていると思います。難しいことではあると思います

が、先を見据えてまた自分たちの学校で実践を積み上げ

ていきたいと思いました。 

♣発表者の先生から、

「自校の実践を伝えた

い」というエネルギー

を感じる時間でした。

発表者以外の発表校の先

生方が、頷きながら発

表者を見守っていた

り、資料を見やすいよ

うにサポートしたりし

ている姿があり、「主

となる職員だけでな

く、皆でこのように進

めてきた実践」である

ことが、この時間から

も伝わってきました。 

♦たくさんのフィードバックを先生方からいただいて、

研究の方向性は間違ってはいないのだと自信がもてまし

た。共感していただけるだけで心が救われました。自校

に戻ってからも職員にもどんな発表をしたか伝えること

ができました。 

♦セッションタイムの前に、岩瀬先生からフィードバックの観点

についてのワークショップをしていただいたことで、見通しをも

って前向きにセッションに参加することができました。あらかじ

め視点が示されていたことで、他校の発表や協議を落ち着いて受け

止めることができたように感じました。 

♠フィードバックとは何か、を考えさせら

れました。自分にとって、相手にとって、

評価ではなく学びのための情報という言葉

が心に残りました。特に、フィードバック

の目的を聞いた上で、伝えることが有効だ

と感じました。 

♦各校の学びの姿を見るに、やはり子どもだけが頑張るのでもなく、先生たちだけが頑張るのではなく、「ともに学びた

い」というそれぞれの活動がよりより学びにつながってくるのだと感じました。業務削減とは言われながらも、先生たち

が楽しみながら授業を準備し、展開することで子どもたちの学びも深まり「勉強が楽しい」になり、学校全体が活気づい

てくるような気がします。何より、発表者の先生方が楽しそうに、明るくお話してくださっていたことが印象的でした。 



 

ふりかえりワークショップ ～ つながりの中で深まる学び 

セッションの後は、再び岩瀬先生のガイドによるリフレクション（振り返り）の時間です。小グループに分かれ、自

分が体験したアウトプットやフィードバックについて、その「良さ」や「難しさ」を語り合いました。アイスブレイクを経

て、先生たちの意気も大盛り上がり。 「フィードバックをしようと構えると難しかったが、相手の良さを見つけようと

すると自然に言葉が出た」など、実践を通したからこそ得られた生きた実感が共有されました。 

ここから始まる、松本の新しい学び 

閉会時の会場は、開始前よりもさらに明るく、前向きなエネルギー

に満ち溢れていました。20 校の実践は、決して特別なものではあり

ません。それぞれの現場で、先生方が子供たちを思い、一歩踏み出

した結果です。 

 今回のフェスで共有された「学びの現在地」。それはゴールでは

なく、次の一歩へのスタートラインです。今回生まれた対話と学びの

循環を、松本市のあらゆる学びの場へと広げていきたいと思います。 

 次年度、「みんなのミライの学校」を目指した、あらたな私たちの挑戦が始まります。私たちの“学びの現在地”

を確かめ合いながら、子どもが主人公となる学びの改革をともに進めていきましょう。ご参加いただいた皆様、そ

して準備いただいた実践校の皆様、本当にありがとうございました！ 

♠どの学校にも共通していたことは「やって

みる」という姿勢でした。その学校が一丸と

なって、試行錯誤しながら、ときには失敗も

しながら、前向きに（しかも、とても楽しそ

うに）取り組んでいることが伝わり、聞いて

いてワクワクしました。自分の学校でも、子

どもたちや先生方とこういうチャレンジをし

てみたい！と思える機会となりました。 

♣研究主任の先生の悩みや、うまく

いかないことをありのままお話され

ている先生の発表が心に残りまし

た。そこから研究がはじまるのでは

ないかと思いました。また、その先

生が語られている悩みは自分自身に

も重なることがあり、共に考えたく

なる内容でした。 

♥子どもたちと共に発表者の先生方も学んでいる姿勢が伺えて、様々な実践を興味深く聞

かせていただきました。自分の学校だったらと考えながら聞けて楽しかったです。フィー

ドバックの際、共感を前提にオープンクエスチョンで問いかけたら、さらに発表者の考え

がわかった気がしました。 

♦話を聞く、グループで対話をする、

実際に体験する、また必要なポイント

についてはしっかりと教えていただ

く。こうした活動のバランスやタイミ

ング。そして和やかな雰囲気と対話を

促す雰囲気づくり。岩瀬先生の公演自

体が授業のモデルになっていると思い

ました。時間が経つのがあっという間

でしたが、授業もそんな風に感じても

らえるといいなと思っています。 

♠「フィードバック」とは、改善・成長・

前進することを唯一の目的をすること、相

互作用があること、良し悪しは相手が決め

ることなど、話の内容がストンと心に落ち

ました。グループで対話しながら学ぶ松本

スタイルが心地よかったです。子ども達

も、このような対話的な学びを進めること

で、自己肯定感が高まったり、新しいこと

に挑戦する意欲が湧くのではと思い、大い

に学ばせていただきました。 

♣少し意識することで、

毎日自分が行っている子ど

もへの声がけや働きかけ

が変わるような気がしま

した。自分自身をメタに

見ること、その上で意識

的に自分のフイードバッ

クを少し変えてみること

日常の中で実践していき

たいと思います。 

♥フィードバックについて曖昧な理解をしていました。

実際にワークショップをやってみて、自分のやってきた

実践について、ご意見をいただいて、お褒めのお言葉を

いただいて、自分のやってきたことは良かったんだと確

認できたり、「このようにやってみたら」のようなアイ

ディアを言っていただいたりして、これからも「よし、

子どもとともにやっていくぞ！」という気持にさせてい

ただきました。このように、前向きになれるフィードバ

ックを研修会などで取り入れていきたいと感じました。 

♦本校でも一人一公開を行っています。参観した各々が感

想を書いて、研究主任がまとめています。今回行った「フ

ィードバックの観点・目的」を明確にして授業者も参観者

も行うことができれば、もっと効率的に深く次への道筋が

見えてくると思いました。今回のように１，２分の短いフ

ィードバックでもたくさん話せることができました。今ま

での研究会にない充実感を感じると思います。「フィード

バックは未来を作る共同作業」とても心に残る言葉でし

た。本校でもぜひ取り入れていきたいと思いました。 


